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市
内
で
活
躍
す
る
団
体
を
紹
介

本海獅子舞番楽
平根八幡講中

　 　☎

国指定重要無形民俗文化財

参
加
し
て
い
き
た
い
」
と
笑
顔
で
話
し
ま

す
。

　

今
後
の
目
標
を
代
表
の
周
防
彦
宗
さ
ん

（
67
歳
）は
「
代
々
続
い
て
き
た
貴
重
な
文

化
。
今
の
若
手
に
も
『
教
え
』
を
続
け
て

い
っ
て
ほ
し
い
」
と
話
し
ま
す
。
ま
た
、
練

習
を
見
に
来
て
い
た
Ｏ
Ｂ
で
、
本
海
獅
子

舞
番
楽
伝
承
者
協
議
会
会
長
の
松
田
訓
さ

ん（
82
歳
）も
「
目
標
を
掲
げ
過
ぎ
ず
、
今

を
し
っ
か
り
励
む
こ
と
が
明
日
に
つ
な
が

る
。
若
手
が
頑
張
っ
て
い
て

頼
も
し
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

講
中
の
仲
が
良
い
様
子
に
、

番
楽
に
は
老
若
男
女
問
わ
ず

地
域
の
絆
を
強
め
る
力
が
あ

る
こ
と
を
実
感
し
ま
す
。

　

次
の
舞
台
は
１
月
23
日
に

仙
北
市
の
秋
田
芸
術
村
わ
ら

び
劇
場
で
行
わ
れ
る
「
あ
き

た
伝
統
芸
能
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
」。
出
演
に
向
け
て
稽
古

に
も
力
が
入
り
ま
す
。

　

荘
厳
な
音
楽
に
い
ざ
な
わ
れ
る
よ
う
に
、

獅
子
頭
に
命
が
宿
り
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
に
踊

り
出
す―
。
本
海
獅
子
舞
番
楽
は
寛
永
３

（
１
６
２
６
）年
に
京
都
か
ら
来
た
本
海
上

人
か
ら
伝
わ
っ
た
と
さ
れ
、
そ
れ
か
ら
４

０
０
年
近
く
鳥
海
地
域
を
中
心
に
受
け
継

が
れ
て
い
ま
す
。
平
根
八
幡
講
中
に
も
少

な
く
と
も
２
０
０
年
以
上
前
の
も
の
と
さ

れ
る
式
幕
や
獅
子
頭
、
面
が
残
さ
れ
て
お

り
、
そ
の
頃
に
は
す
で
に

風
習
と
し
て
根
付
い
て
い

た
こ
と
が
う
か
が
え
ま
す
。

ま
た
、
明
治
時
代
に
取
り

入
れ
ら
れ
た
歌
舞
伎
調
の

舞
も
平
根
を
代
表
す
る
演
目
で
す
。
現
在

は
10
代
か
ら
70
代
の
16
人
の
演
じ
手
が
舞

や
演
奏
を
行
っ
て
い
ま
す
。

講
中
の
主
な
活
動
は
、
幕
開
き
（
正
月

獅
子
）、
祈
年
祭
、
祭
典
、
幕
洗
い
、
盆
獅

子
、
幕
納
め
、
お
年
夜
と
代
々
続
く
７
つ

の
年
中
行
事
。
平
根
地
域
の
八
幡
神
社
で

厄
よ
け
や
豊
作
、
無
病
息
災
な
ど
の
祈
り

を
込
め
舞
い
ま
す
。
ま
た
、平
成
23
年
に
国

指
定
重
要
無
形
民
俗
文
化
財
に
な
っ
た
こ

と
も
あ
り
、
各
地
の
民
俗
芸
能
大
会
や
ま

い
ー
れ
公
演
な
ど
に
も
出
演
し
て
い
ま
す
。

　

最
年
少
で
高
校
２
年
生
の
佐
藤
幸
伸
さ

ん
と
佐
藤
萌
佳
さ
ん
は
そ
れ
ぞ
れ
舞
い
手

と
笛
奏
者
。「
番
楽
は
小
さ
な
頃
か
ら
身

近
な
存
在
だ
っ
た
の
で
、
参
加
は
自
然
な

流
れ
。
う
ま
く
で
き
た
時
は
す
ご
く
う
れ

し
い
。
将
来
こ
の
土
地
を
離
れ
る
こ
と
に

な
っ
て
も
、
行
事
の
時
は
戻
っ
て
ず
っ
と

荘
厳
な
音
楽
に
い
ざ
な
わ
れ
る
よ
う
に
、

獅
子
頭
に
命
が
宿
り
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
に
踊

舞
も
平

は
10
代

や
演
奏

講
中

獅
子
）

子
、
幕

の
年
中

厄
よ
け

を
込
め

指
定
重

と
も
あ

い
ー
れ

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
市
内
で
活
躍
す
る
団
体

を
ジ
ャ
ン
ル
を
問
わ
ず
紹
介
し
て
い
ま
す
。

今
回
は

「
本
海
獅
子
舞
番
楽

　
　
　
　

平
根
八
幡
講
中
」
で
す
。

し
い

将
来
こ
の
土
地

な
っ
て
も
、
行
事
の
時

舞
番

んを
し

る
。

頼
も

講
中

番
楽

地
域

る
こ次

仙
北

び
劇

た
伝

ル
」

に
も

れ
る
こ
と
に

っ
て
ず
っ
と

治

代

取

た
歌
舞
伎
調
の

本
平

国

０がなれり風たま入



※詳細は本紙 令和２年８月15日号
令和２年８月３日 臨時記者会見

① 新型コロナウイルス感染症対策
　 特別資金

② 由利本荘市中小企業融資あっせん制度

第　   弾４

③ サテライトオフィス整備事業
本荘由利産学共同研究センター２階を整備

④ テレワーク基盤構築、運用サポート事業
テレワーク用端末など整備

⑤ 県外大学生等応援事業
地域の農畜産品　599人へ送付

⑥ 消防用感染防止対策資器材等購入事業
防護マスク、体温計など

⑦ 学校施設空調設備事業
市内中学校10校へのエアコン整備

⑧ インフルエンザ予防接種事業
全市民に千円助成拡大

② 新型コロナ緊急包括支援交付金事業
地域包括支援センター備品など

融資枠を５億円から７億円へ拡大

① 地域公共交通感染拡大防止対策事業
矢島駅、西目駅の空調換気設備改修
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※詳細は本紙 令和２年５月15日号
令和２年４月28日 臨時記者会見第　   弾1

※詳細は本紙 令和２年６月15日号
令和２年５月26日 臨時記者会見第　   弾2

※詳細は本紙 令和２年10月１日号
令和２年８月20日 定例記者会見第　   弾5

１億620万円
１億820万円

① 新型コロナ対策支援金給付事業（第2弾）
卸売業など 276者へ  〈20万円給付〉 5,520万円

② 肉用牛肥育経営緊急支援事業
出荷時　１頭当たり２万円 

③ 子育て世帯への臨時特別給付金
高校１年生以下（8,051人）対象　1人１万円

③ 社会福祉施設等感染症対策事業
消毒液やマスク購入補助

④ 由利本荘市帰国者・接触者外来の設置
➡ 各病院で検査が引き継がれ現在は休止

① 旅館業等事業者支援給付金

令和２年10月15日 10月臨時議会第　   弾６

※詳細は本紙 令和２年７月15日号
令和２年６月23日 臨時記者会見第　   弾３

① 新生児臨時給付金事業
340人対象　　　　  〈10万円給付〉 3,400万円

④ 温泉利用促進事業
補助券２枚で１回無料 利用者７万416人

⑥ タクシー応援事業
500円割引券 利用 1万4,931件
⑦ 避難所の感染症対策事業

2,020万円

8,900万円

② 保育士等慰労金給付事業
対象 常　勤 404人へ  〈５万円給付〉

パート 291人へ  〈３万円給付〉 873万円
③ 新型コロナ対策支援金給付事業（第３弾）
小規模事業者など 445者へ〈20万円給付〉

8,220万円

3,013万円

⑤ 宿泊施設利用促進事業
３千円助成　　  利用者 ２万7,671人

④ 第三セクター・指定管理施設支援事業
３月１日以降の休業要請分など

⑤ ＧＩＧＡスクール構想事業
全小中学校へタブレット端末の導入

１万円で１万２千円分の商品券中小企業特別金融支援事業

① 新型コロナ対策支援金給付事業

② プレミアム付き応援商品券

1,150万円
585万円

ホテル旅館業　　 23者へ 
大規模宴会場など　10者へ

① 新型コロナウイルス高齢者等
　 検査事業

令和２年11月30日 12月定例議会第　   弾７

高齢者などのＰＣＲ検査体制整備

② プレ

入

金

置

新型コロナウイルス感染症対策事業
※対策事業は抜粋

※実績は主に１月６日現在です。

主な市の対策や実績など

飲食店飲食店など など 35354者へ〈30万円給付30万円給付〉 
宿泊業宿泊業など など 54541者へ〈20万円給付20万円給付〉 
飲食店など 354者へ〈30万円給付〉
宿泊業など 541者へ〈20万円給付〉

※収容人数に応じて給付

１億1,966万円
※使用実績

※12月31日時点

※12月31日時点
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
事
業

―

主
な
市
の
対
策
や
実
績
な
ど

こ
れ
ま
で
の
市
の
対
応
ま
と
め

　

日
本
国
内
で
令
和
２
年
１
月
16
日

に
日
本
人
初
の
感
染
者
が
確
認
さ

れ
て
以
降
、
こ
れ
ま
で
市
が
行
っ
た

独
自
対
応
策
な
ど
を
ま
と
め
て
み
ま

し
た
。

　

市
で
は
２
月
７
日
の
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
の
感
染
症
に
係
る
「
由
利

本
荘
市
連
絡
室
」
を
設
置
し
、
27
日

に
は
「
由
利
本
荘
市
警
戒
対
策
室
」、

秋
田
県
内
初
の
感
染
者
が
確
認
さ
れ

た
３
月
６
日
21
時
に
「
由
利
本
荘
市

対
策
本
部
」
と
そ
れ
ぞ
れ
改
組
し
ま

し
た
。
ま
た
、
こ
れ
ま
で
対
策
本
部

会
議
な
ど
30
回
の
会
議
を
重
ね
警
戒

態
勢
の
強
化
と
市
の
対
応
策
な
ど
を

協
議
し
て
き
ま
し
た
。

　

小
・
中
学
校
の
臨
時
休
業
や
イ
ベ

ン
ト
の
中
止
、
主
要
施
設
の
休
館
、

全
国
の
緊
急
事
態
宣
言
な
ど
今
ま
で

に
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
状
況
が
続

き
、
市
長
自
ら
市
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ

を
通
じ
て
、
ご
自
身
だ
け
で
な
く
ご

家
族
や
周
囲
の
方
の
命
を
守
る
意
識

を
持
っ
た
行
動
を
し
て
く
だ
さ
る
よ

う
感
染
拡
大
防
止
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
放

送
を
行
い
、
ま
た
、
定
例
記
者
会
見

の
他
に
も
臨
時
記
者
会
見
を
４
回
開

催
し
、
市
の
地
域
経
済
の
回
復
に
向

け
た
対
応
策
や
感
染
症
対
策
な
ど
第

１
弾
〜
第
７
弾
の
支
援
策
と
情
報
発

信
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

全
国
的
に
感
染
者
が
日
々
増
加
傾

向
に
あ
り
予
断
を
許
さ
な
い
状
況
が

続
い
て
い
ま
す
が
、
感
染
症
対
策
や

市
独
自
の
支
援
対
策
な
ど
こ
れ
ま
で

の
検
証
を
重
ね
な
が
ら
、
こ
れ
か
ら

も
継
続
的
な
支
援
策
の
推
進
が
必
要

と
さ
れ
て
い
ま
す
。

１
月
16
日

２
月
７
日

27
日

28
日

３
月
２
日

６
日

４
月
６
日

８
日

16
日

21
日

27
日

28
日

５
月
20
日

25
日

26
日

６
月
１
日

23
日

27
日

８
月
３
日

12
日

20
日

10
月
１
日

15
日

11
月
７
日

30
日

12
月
22
日

日
本
人
で
初
の
感
染
者
確
認

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
に
係
る
「
由
利
本
荘
市
連
絡
室
」
を
設
置

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
に
係
る
「
由
利
本
荘
市
警
戒
対
策
室
」
に
改
組

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
情
報
提
供
を
開
始

小
・
中
学
校
の
臨
時
休
業
（
〜
４
月
15
日
）※

春
季
休
業
３
月
19
日
〜
４
月
５
日

相
談
窓
口
「
秋
田
帰
国
者
・
接
触
者
相
談
セ
ン
タ
ー
」
を
開
設

秋
田
県
内
で
初
の
感
染
者
確
認

任
意
に
よ
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
に
係
る
「
由
利
本
荘
市
対
策
本
部
」に
改
組

市
長
が
感
染
拡
大
防
止
に
つ
い
て
、
市
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
で
呼
び
か
け

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
対
策
特
別
措
置
法
に
基
づ
く

「
由
利
本
荘
市
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
本
部
」
を
設
置

緊
急
事
態
宣
言
（
全
国
）

市
長
が
市
の
対
応
状
況
（
公
共
施
設
の
休
館
な
ど
）
を
市
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
で
発
表

市
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
総
合
相
談
室
を
設
置   

相
談
件
数
約
３
４
０
０
件

市
長
臨
時
記
者
会
見
「
第
１
弾
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
事
業
」

特
別
定
額
給
付
金
給
付
事
業
開
始

緊
急
事
態
宣
言
の
解
除
（
全
国
）

任
意
に
よ
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
に
係
る「
由
利
本
荘
市
対
策
本
部
」を
設
置

市
長
臨
時
記
者
会
見
「
第
２
弾
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
事
業
」

由
利
本
荘
市
プ
レ
ミ
ア
ム
付
き
応
援
商
品
券
加
盟
店
募
集
（
販
売
開
始
23
日
〜
）

市
長
臨
時
記
者
会
見
「
第
３
弾
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
事
業
」

第
１
回
ゆ
り
ほ
ん
じ
ょ
う
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル
開
催
（
カ
ダ
ー
レ
）

オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
「
ゆ
り
ほ
ん
じ
ょ
う
移
住
Ｗ
Ｅ
Ｂ
相
談
会
」
開
催

市
長
臨
時
記
者
会
見
「
第
４
弾
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
事
業
」

由
利
本
荘
市
帰
国
者
・
接
触
者
外
来
設
置

市
長
定
例
記
者
会
見
「
第
５
弾
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
事
業
」

令
和
２
年
度
「
成
人
式
」
を
令
和
４
年
１
月
に
延
期
発
表

季
節
性
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
、
満
65
歳
以
上
の
方
か
ら
な
ど
開
始

10
月
臨
時
議
会
「
第
６
弾
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
事
業
」

第
２
回
ゆ
り
ほ
ん
じ
ょ
う
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル
開
催（
ナ
イ
ス
ア
リ
ー
ナ
）

12
月
定
例
議
会
「
第
７
弾
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
事
業
」

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
を
希
望
者
へ（
有
料
）
実
施

こ
れ
ま
で
の
市
の
対
応
な
ど

令
和
２
年

経
緯
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県
内
の
肉
用
牛
農
家
７
８
８
戸
の

う
ち
、
約
35
％
に
当
た
る
２
７
５
戸

（
グ
ラ
フ
Ａ
・
Ｂ
参
照
）
を
本
市
の

農
家
が
占
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
県

全
体
の
飼
育
頭
数
が
６
年
前
に
比
べ

約
６
％
増
と
な
っ
て
い
る
中
、
本
市

の
頭
数
は
約
11
％
増
の
４
８
２
７
頭

で
、
県
全
体
と
比
較
し
て
増
加
の
割

合
が
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。

 

本
市
の
肉
用
牛
農
家
の
新
規
就
農

者
、
お
よ
び
畜
舎
の
新
増
築
や
規
模

拡
大
を
行
っ
た
農
家
は
過
去
６
年
間

で
19
人
。
う
ち
新
規
就
農
者
14
人
は

全
て
40
代
以
下
（
グ
ラ
フ
Ｃ
参
照
）

で
、
市
内
の
若
き
が
ん
ば
る
肉
用
牛

農
家
が
増
え
て
い
ま
す
。

　

こ
の
要
因
と
し
て
、
本
市
が
も
と

も
と
黒
毛
和
牛
の
繁
殖
地
帯
だ
っ
た

こ
と
に
よ
る
畜
産
へ
の
親
和
性
と
、

平
成
24
年
に
あ
き
た
総
合
家
畜
市
場

が
地
元
へ
開
設
さ
れ
た
こ
と
に
よ
る

優
位
性
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、

農
家
の
減
少
に
よ
る
子
牛
不
足
か
ら

子
牛
価
格
が
高
騰
し
た
こ
と
や
、

国
・
県
に
よ
る
支
援
事
業
が
充
実
し

た
こ
と
に
よ
り
「
肉
用
牛
は
も
う
か

る
か
も
!?
」
と
若
者
の
感
性
を
刺
激

し
た
こ
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

こ
う
し
た
若
者
の
多
く
は
、
新
規

就
農
を
支
援
す
る
県
の
「
フ
ロ
ン

テ
ィ
ア
農
業
研
修（
２
年
間
）」
を
修

了
し
て
独
立
。
市
が
助
成
を
上
乗
せ

す
る
国
や
県
の
事
業
を
活
用
し
、
畜

舎
な
ど
を
新
増
築
し
て
規
模
拡
大
を

図
る
な
ど
、
畜
産
で
の
専
業
化
を
目

指
し
「
秋
田
由
利
牛
」
素
牛
生
産
農

家
と
し
て
日
々
が
ん
ば
っ
て
い
ま
す
。

新
規
就
農
や

経
営
規
模
の
拡
大
が
増
加

佐々木　優さん
（28歳・羽広）

高橋　将也さん
（33歳・東由利舘合）

　高校を卒業してから県畜産試験場（大仙市）
で２年間の研修を経て、20歳で祖父の代から続
く家の畜産業を継ぎました。
　現在は繁殖雌牛73頭、子牛50頭前後を保有
しています。補助事業を活用して現在
新たな畜舎も建設中で、将来的には繁
殖雌牛100頭～120頭の保有を目標と
しています。
　牛は自分にとってビジネスパートナ
ーのような存在で、手をかけた分だけ
返してくれます。同じ市内の畜産農家
に職業体験や、年の近い人たちと情報
交換することもできます。何より自分
の思い通りにできるのが農業の良さだ
と思いますので、これから始めたいと
思っている人たちには、ぜひ一歩踏み
出してほしいです。

　27歳の時に自分の家の農地や、後継者不足に
悩む地元の田園風景の未来に不安を抱き、それ
らを守るために就農を決意しました。小さい頃
から家業の稲作と畜産に携わり牛が好きだった
のと、東由利は県内随一の畜産が盛んな地域
だったこともあり、畜産に特化した農業経営を
始めました。
　現在の畜舎は約1400平方㍍で、繁殖雌牛が
約60頭。畜舎建築の事業費は約１億２千万円で、
国の補助事業を活用して新築しました。東由利
には経験豊富な肉用牛農家が多く、その先輩た
ちに認めてもらえるようないい牛を作ることが
目標です。
　新規就農して困難に直面することも多いです
が、夢と希望を持って好きな仕事を始めたこと
ですし、その時の気持ちを忘れずにいれば必ず
前に進んでいけると信じています。

㈱たかはし畜産　代表取締役

消費者とともに「秋田由利牛」をPRする
マスコットキャラクターのゆりべこちゃん

あ
な
た
も
新
規
就
農
を

目
指
し
て
み
ま
せ
ん
か

　

新
規
就
農
を
目
指
す
方
を
対
象
と

し
た
「
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
農
業
研
修
」

で
は
、
上
記
二
人
が
受
講
し
た
畜
産

（
肉
用
牛
・
酪
農
）
の
ほ
か
、
農
業

（
作
物
・
野
菜
・
花
き
）
や
果
樹

（
リ
ン
ゴ
・
ナ
シ
・
ブ
ド
ウ
）
な
ど

の
各
コ
ー
ス
か
ら
、
農
業
経
営
に
必

要
な
知
識
や
技
術
を
習
得
で
き
ま
す
。

ま
た
、
国
・
県
・
市
で
は
農
畜
産
業

に
関
す
る
各
種
補
助
事
業
に
よ
り
農

業
者
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

　

興
味
の
あ
る
方
は
、
お
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

　
　

農
業
振
興
課

▼
新
規
就
農
に
つ
い
て

　

☎
24―

６
２
３
４
（
担
い
手
）

▼
各
種
補
助
事
業
に
つ
い
て

　

☎
24―

６
３
５
３
（
農
政
）

　

☎
24―

６
３
５
４
（
畜
産
）

　

☎
24―

６
２
３
４
（
担
い
手
）

問

悩
ら
か
の
だ
始

約

役

　秋田県内３つの家畜市場を
統合して平成２４年４月に開
設。県内一円の牛が毎月１回、
約４００頭上場されています。
１月５日に行われた初競りの
市場成績は、子牛の上場頭数
が３３９頭、平均体重が約３１
５㌔、平均価格が約７０万１千
円となっています。（写真は初競
りに上場した佐々木優さんの子牛）

うし年に飛躍を誓う
がんばる肉用牛農家たち

戸数

本荘 矢島 岩城 由利 大内 東由利 西目 鳥海

グラフＡ
地区別肉用牛農家戸数

グラフＢ
秋田県における本市の
肉用牛農家割合

グラフＣ
本市の年代別新規就農者数

（H27～R02）
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高
校
生
就
職
活
動
サ
ポ
ー
ト
セ
ミ
ナ
ー

働
く
人
の
生
の
声
、熱
心
に
聞
く
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市政情報

１
由
利
高
原
鉄
道
「
鳥
海
山
ろ
く
線
」
通
学
定
期
券

半
額
程
度
割
り
引
き
（
４
月
の
１
カ
月
間
を
試
行
）

　

鳥
海
山
ろ
く
線
を
利
用
し
て
高

等
学
校
な
ど
へ
通
学
し
て
い
る
学

生
は
、
近
年
の
少
子
化
や
自
動
車

社
会
の
進
展
な
ど
に
よ
り
過
去
５

年
で
約
６
割
減
少
し
て
お
り
、
高

額
な
定
期
料
金
が
鉄
道
離
れ
に
つ

な
が
っ
て
い
る
こ
と
が
、
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
な
ど
か
ら
分
か
っ
て

い
ま
す
。

 

こ
の
よ
う
な
状
況
に
対
応
す
る

た
め
、
由
利
高
原
鉄
道
で
は
本
年

４
月
の
１
カ
月
間
を
試
行
期
間
と

し
て
、
高
校
生
な
ど
の
通
学
定
期

券
の
料
金
を
半
額
程
度
に
割
り
引

く
こ
と
で
、
利
用
者
の
増
加
を
図

る
こ
と
と
し
ま
し
た
。
継
続
的
な

実
施
は
、
４
月
の
販
売
状
況
に
よ

り
判
断
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
、

学
生
を
含
め
地
域
の
皆
さ
ま
の
ご

協
力
が
不
可
欠
と
な
り
ま
す
。

 

鉄
道
に
よ
る
通
学
は
公
共
の
場

で
の
社
会
性
を
育
む
ほ
か
、
規
則

正
し
い
生
活
を
送
る
こ
と
に
よ
る

教
育
的
な
効
果
も
期
待
で
き
ま
す
。

ま
た
、
本
年
夏
に
は
羽
後
本
荘
駅

の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
が
予
定
さ
れ
て

お
り
、
よ
り
通
学
し
や
す
い
環
境

が
整
い
ま
す
。

 

鳥
海
山
ろ
く
線
は
、
地
域
住
民

に
と
っ
て
大
切
な
「
生
活
の
足
」

で
あ
る
と
と
も
に
、
観
光
的
要
素

を
兼
ね
備
え
た
貴
重
な
シ
ン
ボ
ル

で
す
。
こ
の
割
り
引
き
が
鉄
道
を

将
来
に
わ
た
り
存
続
さ
せ
る
た
め

の
取
り
組
み
で
あ
る
こ
と
を
ご
理

解
い
た
だ
き
、
ぜ
ひ
積
極
的
な
定

期
券
購
入
を
お
願
い
し
ま
す
。

申
し
込
み
受
け
付
け

由
利
高
原
鉄
道
の
主
要
３
駅

（
矢
島
・
前
郷
・
羽
後
本
荘
）

事
前
受
け
付
け
開
始
日

３
月
１
日
か
ら

必
要
書
類
な
ど

○
新
規
購
入
の
場
合…

通
学
証
明 

　

書
ま
た
は
学
生
証

○
継
続
購
入
の
場
合…

現
在
お
持

　

ち
の
定
期
券

市政情報

２
令
和
２
年
分
の

「
申
告
相
談
」
が
始
ま
り
ま
す

　

各
地
域
の
申
告
相
談
期
間
は
次

の
と
お
り
で
す
。

　

申
告
に
つ
い
て
の
詳
し
い
内
容

は
、
本
紙
２
月
１
日
号
で
お
知
ら

せ
す
る
ほ
か
、
地
区
割
り
日
程
や

会
場
に
つ
い
て
は
支
所
だ
よ
り
な

ど
で
別
途
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

な
お
、
今
年
度
は
次
の
と
お
り

感
染
症
対
策
に
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

申
告
相
談
期
間

○
岩
城
・
由
利
・
鳥
海

２
月
８
日
㈪
〜
３
月
15
日
㈪

○
大
内
・
東
由
利

２
月
９
日
㈫
〜
３
月
15
日
㈪

○
本
荘
・
矢
島
・
西
目

２
月
10
日
㈬
〜
３
月
15
日
㈪

相
談
時
間
（
全
地
域
共
通
）

９
時
〜
15
時

❶
相
談
者
の
健
康
確
認

　

申
告
相
談
会
場
へ
入
場
す
る
た

　

び
に
消
毒
、
体
温
確
認
に
ご
協

　

力
く
だ
さ
い
。
熱
が
あ
る
場
合

　

は
入
場
を
ご
遠
慮
い
た
だ
き
ま

　

す
。

❷
電
子
申
告
な
ど
の
活
用

　

電
子
申
告
の
積
極
的
な
活
用
や
、

　

国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
申
告

　

書
類
を
作
成
し
て
提
出
す
る
な

　

ど
、
接
触
機
会
の
抑
制
に
ご
協

　

力
く
だ
さ
い
。

❸
事
前
の
集
計
・
整
備

　

申
告
書
類
な
ど
を
事
前
に
集

　

計
・
整
備
し
、
接
触
時
間
の
短

　

縮
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

　

※

申
告
書
類
な
ど
が
集
計
・
整

　

備
さ
れ
て
い
な
い
場
合
は
、
別

　

ブ
ー
ス
で
集
計
・
整
備
い
た
だ

　

く
な
ど
、
順
番
が
変
更
に
な
る

　

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

❹
受
け
付
け
後
の
待
機

　

自
家
用
車
や
自
宅
、
別
室
や
別

　

棟
な
ど
、
各
会
場
の
環
境
に
応

　

じ
た
対
策
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

❺
服
装
（
重
ね
着
な
ど
）

　

各
会
場
の
換
気
に
よ
り
、
室
温

　

が
低
下
す
る
場
合
を
考
慮
し
、

　

重
ね
着
な
ど
の
対
応
を
お
願
い

　

し
ま
す
。

※

「
税
務
署
か
ら
確
定
申
告
の
お

　

知
ら
せ
」
は
15
㌻
に
掲
載
し
て

　

い
ま
す
。

市長室

　市長の長谷部です。12月の私の行動の
一部をお知らせします。この情報は、市
ホームページでもご覧いただけます。

か　ら

 12月13日（日）
○日本海沿岸東北自動車道〔酒田みな
　と～遊佐比子IC〕開通式（酒田市）

 12月14日（月）
○鳥海ダム仮排水トンネル仮締切
　工事安全祈願祭（鳥海地域百宅）   

　

鳥
海
ダ
ム
建
設
工
事
の

安
全
祈
願
祭
に
出
席
し
て
ま
い

り
ま
し
た
。

　

令
和
10
年
の
ダ
ム
完
成
に
向
け
、

地
元
の
期
待
が
一
段
と
高
ま
っ
て

い
る
な
か
、
本
体
施
工
に
先
立
ち
、

子
吉
川
の
流
れ
を
変
え
る
転
流
工

工
事
が
着
手
さ
れ
ま
す
。

　

鳥
海
ダ
ム
に
は
、
洪
水
調
節
や

水
道
用
水
の
確
保
の
ほ
か
に
、
建

設
事
業
に
よ
る
雇
用
や
消
費
の
拡

大
、
観
光
振
興
な
ど
、
地
域
経
済

に
大
き
な
効
果
を
与
え
る
も
の

と
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

　

酒
田
み
な
と
〜
遊
佐
比
子
Ｉ

Ｃ
間
（
５
・
５
㎞
）
の
開
通
式

に
出
席
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

開
通
に
よ
り
酒
田
港
か
ら
の

高
速
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
北
へ
延

伸
し
、
環
鳥
海
エ
リ
ア
へ
の
ア

ク
セ
ス
性
も
向
上
し
ま
す
。
遊

佐
比
子
〜
遊
佐
鳥
海
Ｉ
Ｃ
間
も

令
和
５
年
度
に
開
通
予
定
で
あ

り
、
全
線
開
通
へ
着
実
に
前
進

し
て
お
り
ま
す
。

　

今
後
も
関
係
自
治
体
と
連
携

し
、
整
備
促
進
に
向
け
国
へ
強

く
働
き
か
け
て
ま
い
り
ま
す
。

由
利
高
原
鉄
道
㈱

地
域
振
興
課

感
染
症
対
策
に

　
　
　
　
　

ご
協
力
く
だ
さ
い

税
務
課

◀詳細は、こちらのＱＲ
　コードから市ホームペ
　ージをご確認ください。

9,500

8,900

8,100

8,100

7,400

6,500

6,500

6,500

5,500

4,300

3,100

18,230

16,970

15,400

15,400

13,830

11,950

11,950

11,950

10,050

7,850

5,650

矢　島

川　辺

吉　沢

西滝沢

久保田

前　郷

曲　沢

黒　沢

鮎　川

子　吉

薬師堂

区　間

羽
後
本
荘
ま
で

割り引き前 割り引き後

割り引き料金の一例【１カ月】（単位：円）
　

若
年
者
の
地
元
就
職
促
進
を

目
的
と
し
た
高
校
生
就
職
活
動

サ
ポ
ー
ト
セ
ミ
ナ
ー
が
12
月
15

日
、
ナ
イ
ス
ア
リ
ー
ナ
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
由
利
本
荘
・
に

か
ほ
市
内
の
高
校
７
校
の
２
年
生

３
３
５
人
が
、
午
前
と
午
後
に
分

か
れ
て
参
加
。
生
徒
た
ち
は
最
初

に
㈱
プ
レ
ス
テ
ー
ジ
・
イ
ン
タ
ー

ナ
シ
ョ
ナ
ル
秋
田
Ｂ
Ｐ
О
キ
ャ
ン

パ
ス
に
か
ほ
ブ
ラ
ン
チ
・
佐
々
木

拠
点
長
に
よ
る
、
就
職
先
を
決
め

る
際
の
ポ
イ
ン
ト
な
ど
に
つ
い
て

講
話
を
聞
い
た
あ
と
、
参
加
事
業

所
52
社
の
う
ち
４
社
の
ブ
ー
ス
を

訪
問
し
、
仕
事
の
内
容
や
、
働
く

人
の
生
の
声
に
耳
を
傾
け
ま
し
た
。

参
加
し
た
大
井
こ
の
み
さ
ん
と
柳

橋
結
菜
さ
ん
（
共
に
西
目
高
２

年
）
は
「
製
造
や
販
売
に
携
わ
る

仕
事
に
興
味
が
あ
っ
て
、
い
ろ
い

ろ
な
話
を
聞
け
て
良
か
っ
た
で
す
。

自
分
が
仕
事
し
や
す
い
と
思
え

る
、
職
場
の
環
境
が
良
い
と
こ

ろ
に
就
職
で
き
た
ら
と
思
い
ま

す
」
と
話
し
ま
し
た
。　
　

　

地
域
の
雑
貨
や
工
芸
品
、
野

菜
や
お
菓
子
な
ど
を
販
売
す
る

「
あ
ゆ
か
わ
ク
リ
ス
マ
ス
マ
ル

シ
ェ
」
が
12
月
20
日
、
鳥
海
山

木
の
お
も
ち
ゃ
美
術
館
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
今
回
の
マ
ル

シ
ェ
は
令
和
元
年
の
ク
リ
ス
マ

ス
開
催
か
ら
数
え
て
４
回
目
。
来

館
者
は
地
元
の
い
い
も
の
、
お
い

し
い
も
の
を
買
い
求
め
ま
し
た
。

　

ま
た
、
も
り
の
あ
そ
び
ば
で

「
ク
リ
ス
マ
ス
・
フ
ァ
ミ
リ
ー

演
奏
会
」
も
同
時
に
開
催
。
ス

タ
ッ
フ
が
奏
で
る
「
赤
鼻
の
ト

ナ
カ
イ
」
な
ど
の
曲
に
合
わ
せ
、

参
加
者
が
太
鼓
や
マ
ラ
カ
ス
な

ど
を
鳴
ら
し
て
楽
し
む
も
の
で
、

多
く
の
親
子
連
れ
が
ク
リ
ス
マ

ス
ソ
ン
グ
の
演
奏
を
満
喫
し
て

い
る
様
子
で
し
た
。

地
元
の
い
い
も
の
、
お
い
し
い
も
の
を

あ
ゆ
か
わ
ク
リ
ス
マ
ス
マ
ル
シ
ェ



市
民
課
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●

選
挙
管
理
委
員
会

事
務
局

市政情報

３
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
交
付
申
請
書
が

送
付
さ
れ
ま
す

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
お
持

ち
で
な
い
方
へ
、
申
請
に
必
要
な

「
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
付
き
交
付
申
請

書
」
が
順
次
送
付
さ
れ
ま
す
。
Ｑ

Ｒ
コ
ー
ド
を
使
っ
た
申
請
方
法
に

つ
い
て
は
、
同
封
さ
れ
て
い
る
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
を
よ
く
ご
覧
い
た
だ

き
、
写
真
な
ど
の
不
備
の
な
い
よ

う
に
申
請
を
お
願
い
し
ま
す
。

※

75
歳
以
上
の
方
（
秋
以
降
に
申

請
書
送
付
予
定
）
や
出
生
さ
れ
た

お
子
さ
ん
な
ど
は
、
今
回
の
送
付

対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

※

最
近
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を

申
請
・
取
得
さ
れ
た
場
合
、
こ
の

ご
案
内
が
行
き
違
い
で
届
く
こ
と

が
あ
り
ま
す
が
、
あ
ら
た
め
て
申

請
を
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

※

申
請
か
ら
カ
ー
ド
の
受
け
取
り

に
必
要
な
交
付
通
知
書
の
発
送
ま

で
、
約
１
カ
月
か
ら
１
カ
月
半
か

か
り
ま
す
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　

市
民
課
で
は
、
休
日
も
申
請
サ

ポ
ー
ト
お
よ
び
交
付
を
行
っ
て
い

ま
す
。
平
日
の
来
庁
が
難
し
い
と

い
う
方
も
、
是
非
こ
の
機
会
を
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

○
休
日
開
庁
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
（
本

　

年
上
半
期
）

１
月
24
日
㈰
、
２
月
13
日
㈯
、
28

日
㈰
、
３
月
13
日
㈯
、
28
日
㈰
、

４
月
25
日
㈰
、
５
月
23
日
㈰
、
６

月
27
日
㈰

※

ご
利
用
に
は
事
前
電
話
予
約
が

必
要
で
す
。

※
日
程
を
変
更
す
る
場
合
が
あ
り

ま
す
の
で
、
予
約
の
際
に
ご
確
認

く
だ
さ
い
。

※

枠
に
は
限
り
が
あ
り
ま
す
の
で
、

お
早
め
に
ご
予
約
く
だ
さ
い
。

【
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
を

　
　
　
　
　
　
　

も
ら
う
に
は
】

○
本
年
３
月
ま
で　

▽
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
を
申
請
す
る

○
本
年
９
月
ま
で　

▽
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
を
受
け
取
る　

▽
マ

イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
の
予
約
・
申
し
込

み　

▽
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
で

チ
ャ
ー
ジ
ま
た
は
お
買
い
物
を
す

る

※

マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
事
業
の
詳
細

に
つ
い
て
は
総
務
省
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
（
下
記
Ｑ

Ｒ
コ
ー
ド
か

ら
ア
ク
セ
ス

可
）
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

市政情報

５
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
生
活
圏
形
成
事
業

「
由
利
本
荘
市
報
告
会
」
を
開
催
し
ま
す

　

県
と
市
で
は
、
日
常
生
活
に
必

要
な
サ
ー
ビ
ス
機
能
を
維
持
・
確

保
し
て
い
く
た
め
、
複
数
の
集
落

に
よ
る
新
た
な
生
活
圏
で
あ
る

「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
生
活
圏
」
の
形

成
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
び
、
本
市
の
地
区
別
人

口
予
測
の
概
要
に
つ
い
て
の
講
演

と
、
石
沢
地
区
の
皆
さ
ま
の
今
年

度
の
取
り
組
み
内
容
の
報
告
会
を

開
催
し
ま
す
。
「
ず
っ
と
暮
ら
し

続
け
ら
れ
る
地
域
」
を
つ
く
る
た

め
の
取
り
組
み
に
、
耳
を
傾
け
て

み
ま
せ
ん
か
。

日
時　

１
月
30
日
㈯　

13
時
半
〜

15
時
半

会
場　

西
目
公
民
館
シ
ー
ガ
ル

講
堂

内
容　

▽
第
１
部
講
演
「
２
０
２

０
年
代
は
田
園
回
帰
の
時
代
」
講

師…

藤
山
浩
さ
ん　

▽
第
２
部
パ

ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
「
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
生
活
圏
の
形
成
に
向
け

て
」
石
沢
地
区
か
ら
の
取
り
組
み

報
告
な
ど

申
し
込
み
方
法　

電
話
ま
た
は
申

込
書
を
Ｆ
Ａ
Ｘ
（
申
込
書
は
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
可
）
で
申
し
込
み

※

下
記
の
Ｑ
Ｒ

コ
ー
ド
か
ら
電

子
申
請
で
申
し

込
み
も
で
き
ま

す
。

市政情報

４
市
長
選
挙
・
市
議
会
議
員
補
欠
選
挙
の

立
候
補
届
出
説
明
会
を
開
催
し
ま
す

地
域
振
興
課

FAX

　

４
月
16
日
の
任
期
満
了
に
伴
う

市
長
選
挙
、
お
よ
び
同
時
に
執
行

す
る
市
議
会
議
員
補
欠
選
挙
の
立

候
補
手
続
き
な
ど
の
説
明
会
を
開

催
し
ま
す
。
立
候
補
予
定
者
ま
た

は
そ
の
代
理
人
は
ご
出
席
く
だ
さ

い
。

日
時　

２
月
10
日
㈬

○
市
長
選
挙　

10
時
〜

○
市
議
会
議
員
補
欠
選
挙

　

13
時
半
〜

会
場　

広
域
行
政
セ
ン
タ
ー
４
階

第
５
会
議
室

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
窓
口
の

休
日
開
庁
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
申
請

す
る
と
最
大
５
千
円
分
の
マ
イ

ナ
ポ
イ
ン
ト
が
も
ら
え
ま
す

マイナポイント



 〈

〉

～期限内に納めましょう～
「納付は便利で確実な口座振替で」

問　税務課（納税証明など） ☎２４－６３０３
　　収納課（口座振替など） ☎２４－６２０６
　　または各総合支所市民サービス課

•
• 

•



健康づくり教室（全３回）を開催します
　冬の運動不足解消に、自宅でも簡単にできるストレッチなどを学びませんか。
日時　①２月３日㈬　②２月10日㈬　③２月17日㈬
　　　13時半～15時（受け付け13時から）
会場　大内農村環境改善センター
講師　健康アドバイザー　佐々木もと子さん
持ち物　動きやすい服装、運動靴、タオル、飲み物
定員　20人
申し込み　１月29日㈮まで大内市民サービス課へ　☎６５－２８１０
※原則３回全て参加される方が望ましいですが、いずれか１回の参加も可能です。
※ご家庭で当日の体温測定をお願いします。発熱や風邪症状のある方、体調
　不良の方は参加不可。マスク着用にご協力ください。
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◇
問
い
合
わ
せ
先

　

健
康
管
理
課
（
本
荘
保
健
セ
ン
タ
ー
内　

☎
22
ー
１
８
３
４
）

　

ま
た
は
各
総
合
支
所
市
民
サ
ー
ビ
ス
課

ＰＣＲ検査　２月実施のお知らせ（完全予約制）

検査会場・日程
会場：市休日応急診療所 敷地内（堤脇45）

対象　由利本荘市民で次のいずれかにあてはまる方
　　　①65歳以上の高齢者
　　　②基礎疾患で治療を受けている方（64歳以下）

検査方法　PCR検査（だ液採取）
検査料金　9,700円（税込み）
申し込み　各日程の期限までに健康管理課へ

市から賀詞と祝い金が
贈呈されました

これからも元気で
お過ごしください

満100100歳満100歳
おめでとうございますおめでとうございますおめでとうございます

基礎疾患とは…呼吸器疾患・腎疾患・高血圧・糖尿病・心疾患など

（大正10年１月１日生まれ
・猟師町）

竹田　ユキさん

２月９日（火）
検  査  日

２月２日（火）
申込期限

会場：にかほ市内

２月２日（火）
２月16日（火）

検  査  日
１月26日（火）
２月９日（火）

申込期限

　新型コロナウイルス感染症の拡大および重症化防止のため、令和２
年12月から３月まで、高齢者や基礎疾患がある方で無症状の方を対
象にした有料のPCR検査を実施しています。
　検査は完全予約制ですので、必ず電話で申し込みの上、事前の諸注
意をご確認ください。

▶▶催し・お知らせ
■離乳食教室（離乳初期）
　離乳食って何を食べさせるの？10
倍粥ってどうやって作るの？離乳食
にお悩みのママのお手伝いをします。
日時　２月10日㈬
　　　①11時～12時
　　　②13時半～14時半
会場　本荘保健センター
内容　離乳食についての講話と実演
対象　生後３～６カ月児の保護者
定員　各10組
申し込み　２月３日㈬まで健康管理
　課へ

■産後のママと赤ちゃん向け教室
　赤ちゃんの発達を促す抱っこ、あ
やし方、遊び方などを学びます。
日時　２月19日㈮　10時～11時半
会場　本荘保健センター
講師　助産師　菊地世智子さん
対象　１カ月健診が終了している生
　後４カ月頃までの赤ちゃんとママ
持ち物　母子健康手帳、バスタオル
　２枚
定員　７～８組（先着順）
申し込み　２月17日㈬まで子育て世
　代包括支援センター「ふぁみりあ」
 　（健康管理課内）へ

■インターバル速歩実践会
　冬の体力作りにナイスアリーナを
歩きませんか。
日時　２月３日㈬　10時～11時
　　　（受け付け９時45分から）
会場　ナイスアリーナ
持ち物　動きやすい服装、運動靴、
　タオル、飲み物
定員　50人
申し込み　２月２日㈫まで健康管理
　課へ
※ご家庭で当日の体温測定をお願い
　します。発熱や風邪症状のある方、
　体調不良の方は参加不可。マスク
　着用にご協力ください。
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<12月14日～12月25日受け付け分>

<12月14日～12月25日受け付け分>
  「お誕生」「おくやみ」欄に掲載を希望される方は、市民窓口センター
（または総合支所市民サービス課、出張所）にお申し出ください。

佐々木　常雄さん

佐藤　和雄さん

小野　丹左衛門さん
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◆
私
の
妻
は
毎
月
２
回
、
仲
間
と
一
緒
に

広
報
を
仕
分
け
し
て
町
内
会
へ
届
け
て
い

ま
す
。
配
布
物
が
多
い
と
き
は
大
仕
事
で

す
が
、
皆
さ
ん
懸
命
に
何
度
も
部
数
を
点

検
し
、
発
行
日
に
は
確
実
に
各
家
庭
に
配

布
さ
れ
、
読
ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
し

あ
わ
せ
が
訪
れ
る
と
い
い
な
と
。
そ
う
考

え
な
が
ら
広
報
の
仕
分
け
作
業
を
す
る

の
が
楽
し
い
と
、
妻
は
張
り
切
っ
て
い

ま
す
。　
（
伊
藤
さ
ん
・
70
代
・
本
荘
地
域
）

　

 

「
声　

お
た
よ
り
」

は
市
民
の
皆
さ
ん
の

コ
ー
ナ
ー
で
す
。
ふ
だ

ん
感
じ
て
い
る
こ
と
や

広
報
紙
へ
の
感
想
、
イ

ラ
ス
ト
な
ど
た
く
さ
ん

の
声
を
お
寄
せ
く
だ
さ

い
。
ハ
ガ
キ
・
フ
ァ
ク

シ
ミ
リ
・
電
子
メ
ー
ル

で
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

宛
先　

広
報
課　
「
住

所
・
氏
名
・
年
齢
・
連

絡
先
・
お
た
よ
り
」
を

明
記
し
て
く
だ
さ
い
。

お
た
よ
り

お
待
ち
し
て
い
ま
す

　
　

ん
ど
い
雪
掘
り
が
続
く
今
年
の

　
　

冬
も
、
高
齢
者
宅
の
除
雪
作
業

に
取
り
組
む
市
内
10
地
域
の
共
助
組

織
の
皆
さ
ん
。
そ
の
大
変
さ
が
腰
痛

と
と
も
に
身
に
染
み
ま
す
。

　
　

っ
ち
か
な
？
と
考
え
な
が
ら
正
月

　
　

の
格
付
け
チ
ェ
ッ
ク
番
組
を
観
て

い
る
と
「
牛
肉
」
の
問
題
に
米
沢
牛
が

登
場
。
い
つ
か
秋
田
由
利
牛
も
出
ら
れ

る
と
い
い
で
す
ネ
!

　
　

ん
年
早
々
、
獅
子
舞
の
迫
力
に
圧

　
　

倒
さ
れ
た
今
年
の
初
取
材
。
ご
利

益
に
あ
ず
か
り
、
今
年
は
き
っ
と
い
い

写
真
が
撮
れ
る
は
ず
。
取
材
先
で
も
皆

さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
♪

　
　

し
は
友
人
の
家
で
よ
く
見
て
い
ま

　
　

し
た
が
、
幸
運
に
も
取
材
当
日
に

生
ま
れ
た
て
の
子
牛
を
見
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
今
後
も
ご
活
躍
を
期
待
し

て
い
ま
す
。（
記
事
５
㌻
）

しどしう

（
一
男
）

（
慶
）

☆

（
竹
内
）

ちょっとひといき・・・

事故件数

死亡者数

負傷者数

12月の人身事故発生状況 
ル
ー
ル
を
守
ろ
う

事故･違反･飲酒運転のない街に!

  （12月31日現在・由利本荘署管内）

累計 昨年同期

99件

３人

125人

12件

０人

15人

128件

６人

160人

12月末日現在・住民基本台帳
（　）は前月比

人口　 75,040人（-65）
男 =35,893人（-34）
女 =39,147人（-31）

世帯数 30,663世帯（-７）

税務署から確定申告のお知らせ

　令和２年分の確定申告では、新型コロナウイル
ス感染症対策の一環として申告書作成会場を２月
３日から開設し、会場の混雑緩和のため「入場整
理券」を配付します。入場整理券は会場での当日
配付とＬＩＮＥによる事前発行があります。
　配付方法の詳細については、国税庁ホームペー
ジなどでお知らせします。入場整理券の配付状況
に応じて、後日の来場をお願いする場合もありま
す。また、来場の際はできる限り少人数でお越し
ください。
　皆さんのご理解とご協力をお願いします。

○申告書作成会場の開設期間
　２月３日㈬～３月15日㈪（平日のみ）

※申告義務のない方が行う所得税の還付申告は、
　５年間提出することができます（令和２年分の
　確定申告の場合は令和７年12月31日まで）。年
　末調整済みの給与所得のみの方で、医療費控除
　や寄附金控除（ふるさと納税）により還付を受
　ける方などが該当します。

○振替納付日
　令和２年分の所得税などの振替納付日は次のと
おりです。
　①所得税および復興特別所得税…４月19日㈪
　②個人事業者の消費税
　　　　　　　および地方消費税…４月23日㈮
※確実に振替納付できるよう、振替納付日の前日
　までに預貯金残高の確認をお願いします。

○電話相談センターのご案内
　国税庁では国税に関する一般的な相談を電話で
受け付けています。最寄りの税務署に発信後、自
動音声案内に従って「１」を選択すると、電話相
談センターにつながりますのでご利用ください。
　確定申告期には「０」を選択すると、確定申告
電話相談センターにつながりますので、こちらも
ご利用ください。

○申告書はパソコンやスマホで作成できます
　国税庁ホームページの「確定申告書等作成コー
ナー」で申告書を作成し、郵送などで提出できま
す。また、マイナンバーカードとＩＣカードリー
ダライタまたはマイナンバーカード対応のスマー
トフォンを用意すれば、ｅ－Ｔａｘにより自宅で
申告することができます。
※必要機器をお持ちでない方も、事前に税務署で
　手続きすることでｅ－Ｔａｘを利用できます。

問い合わせ　本荘税務署　☎２２―２３３５


